
流域広報レポート
平成２８年６月２０日（月） 天気 はれ

大和川河川事務所では、大和川のことを多くの子どもたちに知ってもらうために若手職員
による「出前講座」（ＣＤＳＴ：Class Delivery Service Team）を行っています。

出前講座では、大和川の概要をはじめ、歴史（付け替え）や防災（治水・減災）、環
境分野では水質、生きものやゴミ問題などについてお話をします。また、水の汚れを調
べる簡単な試験（パックテスト）を体験してもらっています。

大阪市立敷津浦小学校に行ってきました！

流域広報レポート

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 出前講座担当窓口
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

ＣＤＳＴより

「残さない・ふきとる・流さない」＋「ポイ捨てしない」をみんなで取り組んでいけば、
大和川はだんだんきれいになって、昔のように泳げる川になります。
また、「防災」のお話は少し難しかったかもしれないけど、いざというときに自分が何
をすればいいか、家族とも普段から話をしてね！

○ 司会
○ 大和川の概要
○ 歴史について
○ 防災について
○ 自浄作用について
○ パックテスト
○ 生き物について

今回のお題

久野副所長

出前講座の様子

今回、私たちのお話を聞いてくれたのは大阪市立敷津浦小学校４年生のみなさんです。
大和川のことはまだ授業で習っていないこともあり、みんな真剣に聞いてくれました！

パックテストでは、「A：大和川の水」「B：ペンギン池の水」「C：水道水」「D：水道水＋醤油1
滴」を使って、水の汚れを実験しました。実験前のみんなの予想では「B：ペンギン池の
水」が一番汚いということになりましたが、結果は・・・ 「D：水道水＋醤油1滴」でした。みん
なが思っているより、醤油（＝生活排水）は川を汚してしまうことに驚いていました。

実験はうまくいったかな？

木村先生

たくさん手を挙げてくれました

実験の結果！

角田先生

実験の説明はわかったかな？

防災教育にも取り組んでいます！


